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　FSP の発表前の 2008－09 年度のナショナルテスト
において，教育省が算数の学習を十分に習熟したと考
える児童の割合は６年生 11％，８年生 27％，10 年生
17％だった．そして，2014－15 年度の割合は，６年























































6 年生 8 年生 10 年生
11％ 27％ 17％
表 1．ナショナルテストにおける「Basic, Proﬁ cient 
and Advanced students」の割合
2014－15 年度
6 年生 8 年生 10 年生
21％ 22％ 25％
算数 英語・読み 英語・書き 理科
48％ 54％ 56％ 56％
表 2．2014-15 年度のヤップ州テストの正答率
2013－14 年度




3 年生 5 年生 7 年生
65.5％ 69.8％ 42.5％
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